
 酒類の味を定量化「味わいの世界基準」を作り商品販売に役立てます。

今まで成し得なかった「酒類の味わいの規格化」と「消費者味覚嗜好の収集と分析」を基に、より良い消費
サービスの創造と提供、および酒類製造業・酒類卸業・販売業・飲食業などへの有益なデータ提供を通し、国
内外の酒類業界の発展と拡大に寄与することを目的とする社団法人です。 

味の専門家の技術を集結。科学的に酒類の味わいを数値化して「味の見える化」

味を比較し個人の味覚嗜好を正しく把握するためには、味の「基準化」が必要です。弊センターでは、世界で初めて味覚
センサーの概念を提唱した九州大学主幹教授の都甲氏が開発し、世界で初めて実用化された味認識装置 (株式会社インテリジェ
ントセンサーテクノロジー社製) や、美味しさに大きく関わる香りの強さや質を数値化する匂い識別装置などを用いて酒類の味
の基準化を図り、個人の味覚嗜好を科学的根拠のある数値として把握することを可能にしました。 

そして、人の感覚を考慮して味覚嗜好に合ったお酒を数値から導き出すアルゴリズムで特許を取得した (特許第5022528号) シ
ニアソムリエの神谷氏が提唱するアルゴリズムを基に、弊センター独自の数値化した「味わいデータ」を「人の感覚」 
と融合させ、万人に分かりやすく専門的な味の可視化を実現させました。 

このように味のスペシャリストの技術を集結させ、味覚嗜好や味という曖昧な概念を、科学的根拠に基づく基準で規格統
一して幅広く活用することが、弊センターの最大の特徴です。

一般社団法人 酒類総合情報センター

   ポイント 
   ① 味わい表示の規格統一を実現 
   ② 酒類に関するすべての情報を一元管理 
   ③ 販売に役立つ味香りデータを広く提供 
   ④ 消費者味覚嗜好の収集と分析を実施

左：人間の舌を模倣したセンサーを用いて味を測る味認識装 
　　置による味検査と、還元糖定量法による残糖検査の模様。 

上：同じブドウ品種でも産地や生産者が違うとその味も大き 
　　く変わる。検査により味わいを数値化することで、味が 
　　可視化される。
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酒類製造業・輸入元 各位



商品登録 
（味検査を含む）

登録データ活用
味わいデータ 
ダウンロード

消費者味覚嗜好 
トレンド情報

年会費

準会員 ◯ ◯   × ※1 × 無料

賛助会員 ◯ ◯ ◯ ◯ 100,000 円

単品登録 非会員向けの「商品登録・味検査」の費用です。 15,000 円 /本

一般社団法人 酒類総合情報センター　 Liquor General Information Center 
住所：福岡県福岡市博多区博多駅前2丁目19番17号 トーカン博多第5ビル 312号室 
TEL：092-577-9772　　      FAX：092-518-1354 
E-mail：info@lgic.or.jp　  　HP：https://lgic.or.jp 
業務時間：平日 9:30～17:00（土日祝祭日を除く）

流通する酒類の商品情報を「商品登録」することで、弊センターデータベースにて一元管理。検査により作成される「味
わいデータ」と共に、提携企業の各種販促ツールにて「登録データ活用」することで販促や営業が自動で行われます。同
時に消費者味覚嗜好を数値化して収集。蓄積された嗜好データと味わいデータを解析することで、商品開発やマーケティ
ングに役立つデータを提供します。 

●店舗規模を問わない広い範囲への営業を自動化 
商品登録することで、全国の小売店・飲食店にサービスを提供している提携企業のポータルサイトへ自動表示。棚割決定
や商品選定を行うサイトでデータ活用ができるため、人員や時間を使わない自動営業が可能となります。 

●消費者への販売機会の増加と購買決定を促進 
味分布図平面座標の原点に位置する基準の味から好みの味の商品を探す販促ツールや、欲しい商品がない場合によく似た
味の商品提示を行うツールなど提携企業のツールでのデータ活用により、消費者の購入を促進し売上向上を図ります。 

●味わいデータを利用した効果的な営業の確立 
味わいデータとして提供される味のレーダーチャートや味分布図の座標など、可視化された味の図表を営業資料に利用で
きます。代替やお客様の望む味の商品提案も、管理画面の検索機能を使えば簡単に行えます。 

●専門的なマーケティングや有益な商品開発を実現 
味に特化した消費者嗜好データを提供できる機関は類を見ません。味覚嗜好データを解析することで、海外で好まれる日
本酒の味やこの味は60代女性に好まれるなど、特定のターゲットに向けたマーケティングや商品開発が可能となります。

味わいデータで「販売・営業・製造」を効率化。売上を上げる施作を実現

会員特典と申込み方法について

下記ホームページの会員申込みフォームから、必要事項を入力してお申し込み下さい。 
その後、会員IDと商品登録やデータ解析ができる管理画面を発行します。 
ホームページ：https://lgic.or.jp

会員種別と特典

入会申込み方法

こちらからもアクセスできます ▶

※1 準会員は味わいデータをダウンロードし自社で活用することはできませんが、ご希望の場合は 5,000円/本でご利用いただけます。
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